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東井義雄師の最晩年の詩集にある言葉です。
と う い よ し お

詩は次の通りです。「『無理をせんといてく

ださい』『無理をしないで休んでいてくださ

い』腰が曲がってひどく小さくなってしまっ

た老妻に何べんも気づかってもらいながら土
ろ う さい

手の草を刈る 何だかうれしくて 何だかし

あわせで…… 『拝まない者もおがまれてい

る 拝まないときもおがまれている』『ここ

が み手のまんなか』と、土手の草を刈らせ

てもらう 何だかうれしく何だかしあわせで

……」。

この詩では、一組の老夫婦の日常が描かれ

ています。土手の草を刈る私に、腰の曲がっ

た老妻が声をかけてくれるのです。

漢字の「拝む」は私の動作です。それをひ

らがなの「おがむ」にすると、よほど表情が

柔らかになります。続いて「ここがみ手のま

んなか」とありますから、もちろんこの「み

手」は仏さまの「み手」をあらわしています。

「おがむ」というはたらきは、あくまで仏さ

まのはたらきなのです。さらに気をつけなけ

ればならないのは、「み手のまんなか」です

から、仏さまは手を合わせて私を拝んでいらっ

しゃるのではなく、「み手」のなかにこの私

を包み込んでいらっしゃる、というのです。

「み手」というのは、もちろん比喩、象徴的
ひ ゆ

な表現で、阿弥陀さまの大いなるはたらきを

あらわしています。東井師は仏さまの「み手」

を直接感じ取っておられるのではありません。

「無理をせんといてください」「無理をしな

いで休んでいて下さい」という、妻の声の上

に、仏さまのはたらきを味わっておられるの

です。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

今月法語カレンダーのことば

拝まない者もおがまれている 拝まないときもおがまれている
お が も の お が

▲ 季節は忘れていません そろそろ見ごろ （１１月３日撮影）

当
山
が
位
置
す
る
公
民
館
区
、

第
十
区
恒
例
の
体
育
祭
が
例
年
ど

お
り
十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
毎
年
、
朝
か
ら
夜
（
？
）
ま

で
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
仏
参
が
あ
り
不
参
加
で
し
た
。

た
だ
、
最
後
の
リ
レ
ー
だ
け
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
過
疎
の

た
め
、
若
い
人
は
増
え
ま
せ
ん
。

か
っ
て
の
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー

が
し
ょ
う
が
な
く
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
往
年
の
姿
は
見
る
影
も
な

く
、
昨
年
の
私
も
今
年
走
ら
れ
た

皆
さ
ん
と
同
じ
く
転
ば
な
い
よ
う

に
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
と
の

思
い
で
安
全
運
転
（
見
る
影
も
な

い
）
の
走
り
を
し
て
い
た
の
か
な

と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
▼
こ
う
書

く
と
失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
力

の
限
り
の
走
り
だ
っ
た
と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
。
も
し
そ

う
だ
っ
た
ら
お
許
し
く
だ
さ
い
。

で
も
、
二
十
人
く
ら
い
の
リ
レ
ー

で
し
た
か
ら
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
存

在
が
な
け
れ
ば
リ
レ
ー
は
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
▼
今
年
は
参
加

者
数
も
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
五
十
回
を
超
え
る
大
会

で
す
が
、
あ
と
何
年
で
き
る
の
か

な
！
一
度
や
め
る
と
復
活
は
か
な

り
難
し
い
し
、
「
継
続
は
力
な
り
」

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

来
年
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

夢
の
中
で
！
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １１月
１３日（終日）

◎ １２月
２日～３日

２２日（終日）

２０２１年

◎ １ 月
４日～６日

１２日～１４日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

11月4日現在アクセス数 109,870人

住
職
ひ
と
り
ご
と

十

月

一

日

田
中
徳
光
様

三
・
七
日
忌

津
隈
ツ
キ
子
様

葬
儀

津
隈
ツ
キ
子
様

初
・
七
日
忌

二

日

津
隈
ツ
キ
子
様

礼
参
り

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

祥
月

渡
邊
フ
ク
様

五
十
回
忌

渡
邊
武
春
様

十
三
回
忌

藤
田
萬
八
様

三
十
三
回
忌

四

日

梅
田
重
馬
様

十
七
回
忌

五

日

秋
参
り
（
三
十
三
軒
）

六

日

秋
参
り
（
六
軒
）

那
須
ト
ヨ
様

六
・
七
日
忌

長
舘
耕
二
様

十
七
回
忌

八

日

田
中
徳
光
様

四
・
七
日
忌

梶
原

聖
様

三
・
七
日
忌

秋
参
り
（
一
軒
）

九

日

秋
参
り
（
二
十
五
軒
）

十

日

秋
参
り
（
四
軒
）

十
二
日

那
須
ト
ヨ
様

満
中
陰
・
納
骨

津
隈
ツ
キ
子
様

二
・
七
日
忌

秋
参
り
（
十
五
軒
）

十
三
日

第
四
回
組
長
会
（
宮
崎
市
）

十
五
日

田
中
徳
光
様

五
・
七
日
忌

梶
原

聖
様

四
・
七
日
忌

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
忌

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

祥
月

吉
岡
義
教
様

十
七
回
忌

木
村
ミ
ヨ
子
様

一
周
忌

熊
川
あ
き
み
様

三
回
忌

十
九
日

津
隈
ツ
キ
子
様

三
・
七
日
忌

二
十
一
日

藤
島
フ
ヂ
子
様

二
十
五
回
忌

二
十
二
日

田
中
徳
光
様

六
・
七
日
忌

梶
原

聖
様

五
・
七
日
忌

二
十
三
日

鶴
川
吉
子
様

十
七
回
忌

直
野
一
夫
様

七
回
忌

二
十
四
日
・
松
本

清
様

二
十
五
回
忌

松
本
福
義
様

七
回
忌

松
本
ハ
ル
エ
様

五
十
回
忌

秋
参
り
（
一
軒
）

二
十
五
日

藤
木

茂
様

七
回
忌

古
小
路
建
美
様

満
中
陰

成
松
フ
ク
様

通
夜

二
十
六
日

成
松
フ
ク
様

葬
儀

成
松
フ
ク
様

初
・
七
日
忌

二
十
七
日

成
松
フ
ク
様

礼
参
り

波
帰
地
区
恩
講
（
十
一
軒
）

二
十
八
日

梶
原

聖
様

六
・
七
日
忌

田
中
徳
光
様

満
中
陰
・
納
骨

全
国
組
長
会
（
宮
崎
教
務
所
）

二
十
九
日

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り

研
修
会
（
宮
崎
教
務
所
）

三
十
日

馬
見
原
地
区
秋
参
り
（
五
軒
）

三
十
一
日

甲
斐
ケ
サ
子
様

七
回
忌

梶
原

聖
様

中
陰
・
納
骨

金
光
寺
の
ひ
と
月

10月、次の金光寺門信徒の方が
ご往生なさいました。謹んでお悔や
み申し上げます。
２０２０年１０月２４日満９４歳
笠部上 成 松 フ ク 様


